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　平成23年度一般会計及び特別会計の歳入歳出決算については違法な点は見受けられず、関係
諸帳票、証拠書類等は収支決算書と照合の結果合致しており、決算係数は正確で、予算執行状
況及び事務処理についても概ね適正であると認めた。また、実質収支に関する調書の計数は正
確で、収入支出等の事務は関係法令に適合しており、財産の管理については適正に行われてい
ることを認めた。
　一向に回復しない景気低迷のなか、起債の増加等今後の財政運営が厳しくなることも勘案し、
町税をはじめ各種自主財源を確保して効率的な執行により経費削減に一層努めるよう強く望む。
　平成23年度末の普通会計地方債現在高は6,099,804千円で、人口一人当たり571,250円で、前
年同期より一人当たり10,082円減少している。
　本町は、長引く景気低迷により町税収入の減、財産収入の伸び悩み等自主財源に恵まれず、
また、公立保育所、学園を運営している関係上、扶助費の占める割合も多く、経常的経費が多
くの部分を占めざるを得ない現状にある。財政構造の健全性からも公債費比率は10％を超えな
いことが望ましいとされているが、23年度の公債比率は8.7％で、前年度比0.8ポイントの減と
なっている。近年、数値は減少していたが本年度も改善が見られた。
　今後も財政運営の健全性からして、特段の配慮と努力を望む。































■総務常任委員会って？
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